
厚生労働省医政局指導課（平成20年6月10日）  

老人ホーム等施設の救急搬送実態について   



年齢別の搬送人員の10年間の推移   救急出場件数及び搬送人員の推移  
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全体  小児  成人   高齢者  

「救急・救助の現況」（総務省消防庁）のデータ  

を基に分析した救急搬送の変化  

「救急・救助の現況」（総務省消防庁）  
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○ 近年、救急搬送人員の伸びが著しい。（10年間で約50％増）  
○ 伸びの多くを高齢者の救急搬送の増加が占める。  

○ 特に、老人ホーム等からの搬送が急増しているという指摘や、こうした施設からの   
高齢者は基礎疾患を有する割合が高く、病態が複雑なため受入の選定に時間を要   
する場合が多いという指摘がある。  

他にも、以下のような指摘がなされている。  
・老人保健施設等からの搬送患者は、一旦入院すると治療期間が長期にわたるため、いわゆる「出口の問題」   
が生じやすい。  

・高度の救急医療施設での診療の必要性に疑問が残る搬送の依頼が増えている。   
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2．この調査について  

○ この「老人ホーム等施設の救急搬送実態」は、東京消防庁救急部の作成資料（平   

成20年5月）をもとにしたものである。  

○ そのため、東京消防庁管内の救急搬送事案が調査の対象であり、全国の実態を   
表すものではない。  

○ なお、東京消防庁の救急搬送人員は、全国のおよそ12．8％を占めている。（平   

成18年度実績）  
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O H19年の老人ホームからの搬送人員数は、HlO年の4，7倍まで急増。  

○ しかし、全体に占める割合は2．7％にすぎない。   



厚生労働省医政局指導課（平成20年6月10日）  

4．老人ホーム等搬送人員の救急活動平均時間の推移  

2 救急活動（現場滞在）時間平均  
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○ 現場滞在時間は、老人ホーム等搬送人員と全搬送で大きな差があるとは言えない。  
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5．老人ホーム等搬送人員医療機関照会回数構成比  

3 医療機関照会回数  
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老人ホーム等搬送人員医療機関照会回数相成比  
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○ 医療機関照会回数が2回以下であった割合は、老人ホーム等と全搬送はほぼ等しい。  

0 6回以上であった割合は、老人ホーム等が全搬送より高い。  与   



結果  

O HlO年の4．7倍まで急増。しかし、全体に占める割合は3％未満。  

○ 滞在時間と照会回数に見る限り、老人ホーム等からの搬送の場合が特に受入病   

院の選定が困難な状況とは言えない。  

○ 救急の現場からは、後期高齢者の搬送に困っているとの声を聞くが、   

今回の調査をどうとらえるか。  
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